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■研究テーマ 

① テーマ：アシュアランスネットワーク設計原理とその応用 

概要：複数のユーザからの異種でかつ変化する要求に対するディペンダビリティ，セキュリティ，

適時性，適応性を満たす性質はアシュアランスと定義されます。アシュアランスネットワークは，

ネットワークが大規模化しても，ネットワーク環境が変動しても，セキュリティに対する攻撃が

存在しても，故障を引き起こすフォールトが存在しても，期待される情報通信サービスをタイム

リーに実行するネットワークです。アシュアランスネットワークの実現には，耐故障，実時間，

自律，移動，知識などの統合技術が必要とされます．独立行政法人情報通信研究機構高度通信・

放送研究開発委託研究／新世代ネットワーク技術戦略の実現に向けた萌芽的研究／アシュアラン

スネットワーク技術の基本概念と実証に関する研究を研究代表者らは 2010 年度に実施しました。

その成果として，アシュアランスネットワーク技術の基本概念を確立し，統一的な設計法を提案

するとともに，児童見守りシステム等のトラスタブルな端末・インフラ・サービスアプリケーシ

ョンへの適用事例を示すことにより，その概念の有用性を実証しました。 

引き続き，2012 年度から 2014 年度まで実施した本学術振興会科学研究費基盤研究（Ｂ）「アシ

ュアランスネットワーク設計原理とその応用」，2013 年度に実施した総務省戦略的情報通信研究

開発推進制度(SCOPE)・ICT イノベーション創出型研究開発「アシュアランスネットワーク設計

原理に基づいた平常時災害時両用システムの研究開発」，2016 年度から 2018 年度に実施中の総

務省戦略的情報通信研究開発推進制度(SCOPE)・地域 ICT 振興型研究開発「アシュアランスネッ

トワーク設計原理に基づいた草の根災害情報伝搬システムの研究開発」において，アシュアラン

スネットワーク設計原理を，児童見守りシステム，口コミ情報伝搬システム，平常時災害時両用

システム，草の根災害情報伝搬システムなどに応用することにより，アシュアランスネットワー

ク設計原理の有用性を明らかにするために研究を推進しています。 

 

② テーマ：児童見守りシステム 

概要：2005 年度から 2007 年度まで総務省戦略的情報通信研究開発推進制度地域情報通信技術振

興型研究開発（SCOPE-C）として「モバイルアドホックネットワークにおけるスケーラブルグルー

プメンバー確認技術に関する研究開発」を実施しました。本研究開発の研究成果等の詳細につい

ては，http://www.nsw.info.hiroshima-cu.ac.jp/SCOPE-C を参照して下さい。 

本研究開発では，まず，スケーラビィリティと移動速度の変化に適応するため，リアルタイム

通信，ルーティングの効率化等の観点から，モバイルアドホックネットワークにおけるグループ

http://www.nsw.info.hiroshima-cu.ac.jp/SCOPE-C
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メンバー確認技術を開拓しました。次に，これらの技術を応用して，学校登下校時の児童見守り

システムを構築しました。本研究開発の児童見守りシステムは，総務省地域児童見守りシステム

モデル事業に採択され，2007 年 9 月から 12 月まで広島市安芸区矢野南小学校の学区内において

児童見守りシステムモデル事業を運営し，地域社会における安心安全の確立に貢献しました。 

さらに，児童見守りシステムの実用化，事業化を目指して，2009 年度から 2011 年度まで科学

研究費補助金基盤研究（Ｂ）「グループ活動見守りシステムに適用可能なモバイルアドホックネッ

トワーク技術」において Android を用いた児童見守りシステムの研究開発を行いました。  

 

③ テーマ：アドホックネットワーク 

概要：基地局などの通信インフラを持たないで，交換機能を有するノードとワイヤレスリンクで

構成されるアドホックネットワークについて研究を進めています。このようなネットワークでは

ノードの移動に伴いネットワーク形状が変化するので，ノードの集合であるクラスタや発信元（ソ

ース）から宛先（デスティネーション）までの経路を維持するために，各ノードの局所情報に基

づいて形状の変化に適応できるクラスタリングおよびルーティングを提案しています。 

 

④ テーマ：センサネットワーク 

概要：センサ機能ならびに無線通信機能を有するノードの集合から構成されるセンサネットワー

クについての研究を進めています。センサネットワークが利用される状況はさまざまですが，安

価なノードを多数・広範囲に配置するような利用形態が想定されます。この場合ノードはバッテ

リ駆動であり，しかも配置後に保守する（修理やバッテリ交換する）ことは考えられていません。

このような利用形態の下，センサネットワークの長期間運用を可能とするような技術をルーティ

ングなどのネットワークの立場から提案しています。 

 

⑤ テーマ：アドホックネットワークの高度交通システムへの応用 

概要：自動車にアドホック無線通信装置を搭載し走行させれば，このような自動車の集合はアド

ホックネットワークを構成します。VICS では全体の道路網の渋滞情報を得ることができますが，

この情報に従って自動車を走行させれば，渋滞していない場所に新たな渋滞が発生します。全体

の道路網の渋滞情報を得るよりも，局所的な道路網の渋滞情報を得るほうが，渋滞を分散・平滑

化することができます。アドホックネットワークに基づいて局所的な道路網の渋滞情報を得るこ

とにより，渋滞を軽減する自動車走行制御について研究を進めています。 

 

⑥ テーマ：セキュアワイヤレス通信に関する研究 

概要：ワイヤレス通信におけるセキュアな通信について研究しています。端末への計算資源，な

らびに電源などへの制約が大きいワイヤレス通信において，有線通信と比べて難しくなるデータ

や暗号鍵の漏洩などの問題を解決する手法について研究を進めています。これまでに，窃取や漏

洩を防ぐため秘密分散法とよばれる手法を応用し，元データを複数の分散されたデータに変換す

ることで，データ転送時の安全性を向上させる方法について提案しています。提案法では，端末

が攻撃者から不正に乗っ取られるという攻撃や盗聴を想定しています。 

 

■研究テーマの応用例 

研究テーマ①で推進した研究開発において展示評価情報伝搬・収集システム（口コミ情報伝搬

システム）の研究開発を実施しました。  
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図１ 展示評価情報伝搬・収集システム（口コミ情報伝搬システム） 

 

市制貢献プロジェクトとして，遅延・切断耐性モバイルアドホックネットワークに基づいた展

示評価情報伝搬・収集システム（口コミ情報伝搬システム）を開発し，2013 年 4 月 19 日から 5

月 12 日まで開催されたひろしま菓子博覧会の開催期間中の５日間に実証実験を実施しました。本

システムは，Android 搭載のスマートフォンやタブレット端末にアプリ「かしコミ」をインスト

ールすれば，お菓子に関する評価情報を口コミ情報として入力すると，スマートフォンやタブレ

ット端末がすれ違うたびに口コミ情報が伝搬されるものです。 

 

研究テーマ③で推進している研究は，災害時，イベント開催時など，固定電話網，インターネ

ットなどの基幹ネットワークが使用できない場合でも，アドホックネットワークを用いて，端末

の間で情報交換を行うコミュニティサービスに応用できます。 

 

研究テーマ④，⑥で推進している研究は，環境（温度，湿度など），状況（位置，速度など），

識別（バーコード，ICタグなど）などの多様な情報を，センサネットワークを用いて収集し，ユ

ーザニーズに応じた情報提示やサービス提供を行うことによって自動検針，見守り，ホームセキ

ュリティ，交通制御などに応用できます。 

 

研究テーマ⑤で推進している研究は，VICSのようにすべての自動車に同じ渋滞情報を与えるの

ではなく，アドホックネットワークにより各自動車の走行に影響を与える周辺の渋滞情報のみを

提供し，自動車の円滑な走行を実現するサービスに応用できます。 
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■主な特許、芸術作品等 

 特許 4686662  通信方法 

 特許 4822328  車両走行制御方法および装置 

  特許 4908040  情報検索方法 

 特許 4987782  特許 5143609 見守りシステム、見守り方法およびプログラム 

 特許 5002828  アドホックネットワークにおけるノード数の計数方法 

 特願 2012-47444  モバイルアドホックネットワークにおける自律的衝突回避システム 

及び自律的衝突回避方法 

  特願 2012-75664  ネットワークにおける動的階層化方法 

特願 2013-05338  特願 2013-260280 モバイルアドホックネットワークアーキテクチャー及び 

モバイルアドホックネットワークアーキテクチャーの通信方法 

特願 2014-02854 モバイルアドホックネットワーククラスタリングにおける送信電力制御 

装置及び送信電力制御方法 
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  上述した研究テーマの応用例に見られる通り，情報通信関連企業，地域団体，地方自治体，教

育機関などとの幅広い連携が考えられます。 


